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第８回大和北道路地下水モニタリング検討委員会 

地下水位観測について 

１ 地下水位観測位置 

・地下水位観測は、自記水位計により、以下の箇所で継続的に観測を実施。 

 
   ※ No. ５は第２、第３帯水層を観測 
    

図－１ 地下水位観測位置 

資料－２ 

２ 地下水位変動観測結果（第１帯水層）[平成12年1月～平成31年3月] 
  ・地下水位の経年傾向は、概ね横ばいもしくは上昇傾向であり、一定レベルで安定的な水位を示している。 
   ※№8 は建物改築工事中に一時的な水位低下、変動図中の空白部分はデータ欠測期間。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 地下水位変動観測結果（第１帯水層） 

（リスク低減計画 参考－５頁 図－８更新） 
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３ 地下水位変動観測結果（第２帯水層）[平成12年1月～平成31年3月] 
  ・地下水位の経年傾向は、多くの観測孔で上昇傾向を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－３ 地下水位変動観測結果（第２帯水層） 
（リスク低減計画 参考－6 頁 図－９更新） 

 

４ 地下水位変動観測結果（第３帯水層）[平成12年1月～平成31年3月] 
  ・地下水位の経年傾向は、多くの観測孔で上昇傾向を示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－４ 地下水位変動観測結果（第３帯水層） 
（リスク低減計画 参考－7 頁 図－１０更新） 
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５ 地下水位観測結果（第１帯水層） 平城宮跡内 [平成24年3月～平成31年3月] 
  ・奈良文化財研究所の観測孔について、平成２４年３月から定期観測を開始している。 
  ・地下水位の経年傾向は概ね横ばい傾向であり、一定レベルで安定的な水位を示している。 
  ・短期的な降雨に応答した水位変動が確認され、低水・渇水状況における年間の最低水位（図中：↑）は、概ね６月上旬、８月上旬、９月上旬に記録されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 平城宮跡内の地下水位変動観測結果（第１帯水層） 

（リスク低減計画 参考－8 頁 図－１１更新） 
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■水文・地下水環境に関する基礎データについて 
 
１．土地利用状況 
・最近（平成２８年）の調査地周辺（観測孔が分布する範囲）の土地利用形態は以下のとおりである。 

   →建物用地：５９％、 水田１５％、 森林１３％、 その他の用地（平城宮跡等）：１３％ 
・平成９年から平成２８年の変化を見ると、水田等の割合が減少し、建物用地の割合が増加する傾向を示している。 
・周辺土地利用はやや変化しているものの、平城宮跡内の地下水位は概ね横ばいの傾向を示している。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図－６ 調査地周辺の土地利用の変化 

（リスク低減計画 参考－１頁 図－１更新） 

※出典：国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ（国土交通省・国土情報課HP） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－７ 平城宮跡内の地下水位の変化 

（リスク低減計画 参考－１頁 図－２更新） 

 
※№11、№13 は、平城宮跡内の北と南に位置し、第１帯水層の地下水位を観測している水位観測孔である。 
※出典：国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ（国土交通省・国土情報課 HP）   →→→ 
 全国の土地利用の状況について、3 次元メッシュ 1/10 細分区画（100m メッシュ）毎に、各利用区分（田、畑、果

樹園、森林、荒地、建物用地、幹線交通用地、湖沼、河川等）を整備したものである。利用区分は整備年度により

異なる。 

別紙－2.1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図－８ 調査地周辺の土地利用集計範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

※出典：国土数値情報 土地利用細分メッシュデータ（国土交通省・国土情報課HP） 

図－９ 平成１８年土地利用状況 
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２．地下水利用状況 
 ・奈良県では各種用途の井戸が多数分布し、地下水の利用が進んでいる。統計資料の整備されている水道・工業の

利用量は経年的に減少傾向を示している。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１０ 調査地周辺の地下水利用量の推移 

（リスク低減計画 参考－３頁 図－５更新） 

※ 出典：工業統計調査結果（奈良県）、奈良県の水道概要（奈良県） 
※ 工業統計調査：平成２７年未実施 

 

別紙－2.1 

３．降雨量の状況（渇水時の状況） 
 ・地下水位観測期間（平成１２年～平成３０年）の年間降水量の水位は以下のとおりである。 
  → 渇水年（平成１７年）：９１１ｍｍ、 平水年（平成１８年）：１，３６４ｍｍ、 
    豊水年（平成３０年）：１，６４６.５ｍｍ 
 ・地下水位の変動及び最低水位の状況に顕著な差異は見られない。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１１ 年間降水量の推移 

（リスク低減計画 参考－４頁 図－６更新） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１２ 地下水位変動の対比（観測孔№11・13 平城宮跡内） 

（リスク低減計画 参考－４頁 図－７更新） 
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■管理基準値の仮設定（第 1 帯水層の水位） 
 
１．モニタリングエリア①（南側坑口付近： 観測孔№２１） 

・工事前最低水位ＴＰ＋５４．９７ｍ（地盤高ＴＰ＋５８．８６ｍ） 

（Ｈ１７～３１観測データ） 
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図－１３ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.２１） 

（リスク低減計画 参考－１１頁 図－１５更新） 

・最大低下量の近似曲線（Ｈ１７～３１観測データ） 
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図－１４ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.２１） 

（リスク低減計画 参考－１１頁 図－１６更新） 

別紙－2.2 

２．モニタリングエリア②（南側坑口付近～平城宮跡： 観測孔№１、№２、№１６） 
・工事前最低水位ＴＰ＋５７．１９ｍ（地盤高ＴＰ＋５９．４８ｍ） 

（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－１５ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.１） 

（リスク低減計画 参考－１２頁 図－１７更新） 

・最大低下量の近似曲線（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－１６ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.１） 

（リスク低減計画 参考－１２頁 図－１８更新） 

№21（第 1帯水層）：開削区間から 140m №1（第 1 帯水層）：開削区間から 1,150m 

№1（第 1 帯水層）：開削区間から 1,150m 
№21（第 1帯水層）：開削区間から 140m 

■奈良地方気象台 ■奈良地方気象台 
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・工事前最低水位ＴＰ＋５８．３２ｍ（地盤高ＴＰ＋６３．１６ｍ） 

 （Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－１７ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.２） 

（リスク低減計画 参考－１３頁 図－１９更新） 

・最大低下量の近似曲線（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－１８ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.２） 

（リスク低減計画 参考－１３頁 図－２０更新） 

別紙－2.2 

・工事前最低水位ＴＰ＋５９．４１ｍ（地盤高ＴＰ＋６１．６１ｍ） 

 （Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－１９ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.１６） 

（リスク低減計画 参考－１４頁 図－２１更新） 

・最大低下量の近似曲線（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－２０ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.１６） 

（リスク低減計画 参考－１４頁 図－２２更新） 

№2（第 1 帯水層）：開削区間から 2,100m 

№2（第 1 帯水層）：開削区間から 2,100m 

№16（第 1帯水層）：開削区間から 1,850m 

№16（第 1帯水層）：開削区間から 1,850m 
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３．モニタリングエリア③（平城宮跡： 観測孔№１１、№１４） 

・最低水位ＴＰ＋６３．１１ｍ（地盤高ＴＰ＋６５．５１ｍ） 

 （Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－２１ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.１１） 

（リスク低減計画 参考－１５頁 図－２３更新） 
・最大低下量の近似曲線（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－２２ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.１１） 

（リスク低減計画 参考－１５頁 図－２４更新） 

別紙－2.2 

・最低水位ＴＰ＋６１．４７ｍ（地盤高ＴＰ＋６２．９３ｍ） 

 （Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－２３ 管理基準値Ａの仮設定（観測孔Ｎｏ.１４） 

（リスク低減計画 参考－１６頁 図－２５更新） 
・最大低下量の近似曲線（Ｈ１２～３１観測データ） 
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図－２４ 管理基準値Ｂの仮設定（観測孔Ｎｏ.１４） 

（リスク低減計画 参考－１６頁 図－２６更新） 

№11（第 1帯水層）：開削区間から 2,400m 

№11（第 1帯水層）：開削区間から 2,400m 

№14（第 1帯水層）：開削区間から 2,300m 

№14（第 1帯水層）：開削区間から 2,300m 

■奈良地方気象台 ■奈良地方気象台 


